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力
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と
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。

し
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し
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ら
は
あ
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ず
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に
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下
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知
事
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に
提
出
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、
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で
県
か
ら
無
料
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借
す
る
と
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の
小

作
権
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
も
紆
余

う

よ

曲
折

き
ょ
く
せ
つ

を
た
ど
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そ
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民
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ち
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権
が
確
定

し
ま
し
た
。
そ
の
間
の
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の
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、
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。
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今
年
の
冬
も
頑
張
り
ま
す
！

12
月
２
日
㈮
、
雪
の
季
節
に
向
け
て
、
除
雪

車
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
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の
し
ろ

12
月
４
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
た
く

さ
ん
の
人
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
﹁
ユ
ニ
カ
ー
ル
﹂
を
楽
し

み
ま
し
た
。

このたび、常盤・檜山・鶴形の各まちづくり協議会によ

る地域づくりセミナーが開催されました。３地域では、住

民の視点から暮らしやすい地域づくりを行っていこうと、

それぞれの地域の特色を生かしたさまざまな活動を展開し

てきました。しかし、各協議会の間で交流の機会はそれほ

ど多くなく、それぞれの活動内容を知る機会もこれまでは

ありませんでした。

今回のセミナーでは、各地域で行われている活動を報告

し合い、情報交換を行うことで、お互いの活動に理解を深

めることができました。また、各地域の現状を紹介してい

く中で、３地域には「少子高齢化の進行による地域の空洞

化」、「米価の下落による農業への先行き不安」という共通

する課題があることが浮き彫りになりました。

最後に、セミナーのコーディネーターを務めた荒
あ ら

樋
ひ

豊
ゆたか

教

授（秋田県立大学短期大学部）は、「３地域は、それぞれ

個性ある地域活動を行っているが、抱えている課題は共通

している。高齢化は、５年後、10年後にはさらに進み、

今よりもっと苦しい状況

になっていく。今後、さ

まざまな局面で手を結ん

でいくことが必要ではな

いか」と連携の必要性を

訴えました。

常盤・檜山・鶴形地域づくりセミナー
〜地域間連携の強化を〜


